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西崎あさ乃ショー

安川剣友会特別公演

11月19日の「ひじかわふれあいまつり」に、高砂のトレーニ ソグセソターで、西崎あさ乃・

安川剣友会の皆さんによる特別公演が行われました。

西崎一門による歌と舞踊、安川剣友会の皆さんによる迫力ある殺陣を舞台せましと 、

披露していただきました。

最後には、安川殺陣師により町内の男女 2人が殺陣の指導 も受けられました。

安川氏 （左写真中央）が町内出身ということもあって、同級生のみなさんをはじめ、

大勢の観客で熱気がただよっていました。 (6頁に関連記事掲載）

令月号の主な内容 町民のうごき
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慢風おこし運動パート II・・・・・・・ ・・ ・..2 

慢年金だより・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・...3 

衝保育所園児募集.....................3 

唖お手玉大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 4 

唖地震に備えよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..5 

唖ひじかわふれあいまつり •.. . . . . .. 6 

唖社協だ より・・ ・・・・ ・・ ...................7 

唖林構だより・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

優お知らせ........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・18

＝農林だより＝

慢年末金融推進運動実施中・・・・・・・・・ 8

慢木材・椎茸市況..・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •10

慢今月の農作業・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・11

＝公民館報＝

慢初挑戦！！英語劇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

衝ふれあいまつりグラソドゴルフ大会 •••15

~ASUKA青年団だより•…… ••17

人口 3,347人 (-13)

男 1,622人 (-6)

女 1,7 2 5人 (-7)

世帯数 1, 0 1 6講（土0)

（平成 7年11月30日現在）



尻柩毯。龍8 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂瞬 (2) 

風
お
こ
し
運
動
は
、
昭
和
六
十
二

年
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

結
果
、
変
化
に
富
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な

”風
“
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
年
近
い
年
月
を
経
て
後

退
、

マ
ソ
ネ
リ
化
し
て
き
た
こ
と
も

否
め
ま
せ
ん
。
人
間
の
試
み
に
は
常

に
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
継
ぎ
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
「
風
お

こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
」
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
の
進
め

方
に
つ
い
て
、

い
ま
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
、
皆
ん
な
で
考
え
、
実
践

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

肱
川
町
町
民
憲
章
の
理
念
に
立
っ

て
「
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
」
を
展

開
、
実
施
し
、
新
し
い
町
創
造
に
む

か
っ
て
さ
ら
に
飛
躍
し
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
自
分
の
風
、
家
族
の

風
、
仕
事
の
風
お
こ
し
を
原
点
と
し
、

地
域

・
グ
ル
ー
プ

・
団
体
な
ど
と
連

携
し
て
風
を
お
こ
し
、
町
の
活
性
化

を
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
職
員

も
、
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
を
先

導
す
る
気
概
を
も
っ
て
展
開
に
当
た

り
ま
す
が
、
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
の
基
本
は
住
民
自
身
に
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

3
 

＼ 

風おこし運動パー ト II • 中央地区懇談会

行
政
施
策
を
「
風
お
こ
し

運
動
パ
ー
ト

II
」
の
趣
旨
に

立
っ
て
住
民
の
気
持
ち
の
盛

上
り
に
よ
り
効
果
的
展
開
を

計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
を
は

か
る
と
と
も
に
、
自
然
と

の
共
生
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

⑦
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推

進
⑦
町
を
き
れ
い
に
す
る
運

動
の
推
進

⑨
自
然
保
護
運
動
の
推
進

2

思
い
や
り
の
あ
る

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

高
齢
化
社
会
に
配
慮
し
た
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
あ
い
さ
っ
運
動
の
推
進

①
福
祉
の
郷
づ
く
り

⑨
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

●
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
組
織
化

健
康
で
明
る
い

ま
ち
づ
く
り

健
康
の
保
持
に
努
め
、
ゆ
と
り

あ
る
生
活
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ー
自
然
を
生
か
し
た

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

▲ 風おこし運動パー トII

により県道蔵川～大谷線に

設置された看板

（大谷地区を考える会）

⑦
住
み
よ
い
町
づ
く
り

●
交
流
の
促
進

●
後
継
者
の
育
成

①
就
労
の
場
づ
く
り

●
特
産
品
づ
く
り
の
組
織
化

新
し
い
感
覚
で
働
く
喜
び
が
味

わ
え
る
産
業
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

4

活
力
あ
る

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

5

文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り

⑦
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ッ
組
織
な
ど
の
振
輿

．

ー拡
充

●
長
寿
社
会
づ
く
り

①
健
康
隣
組
運
動
の
推
進

＠
食
生
活
を
考
え
る
。

●
野
菜
づ
く
り

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

（
一
地
区
一
産
業
づ
く
り
）

●
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
研

究
、
実
践

●
中
山
間
地
新
規
作
物
の
研
究
、

実
践

⑨
ダ
ム
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
と
共
に
、

学
校

・
家
庭

・
地
域
が

一
体
と
な
っ

た
教
育
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

⑦
人
づ
く
り

①
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

◎
文
化
活
動
の
推
進

●
風
お
こ
し
文
芸
作
品

募
集

●
町
誌
編
纂
、
郷
土
研

究

•

一
人
一
風
運
動
の
推

進
●
生
活
文
化
女
性
塾

●
趣
味
団
体
な
ど
の
振

典
、
拡
充



(3) ii。柩毯。龍9 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鰯酪忌

功 肱業在以てに 浴 り 地 則
労昭川の職来肱地安さ ‘方氏平* l̂ F 3「ll四ノ じ元禾9し J¥,,•し

＊ 
下‘ 和町振し四川域川れ勲自へ成

＊ 
＊ 肱川町保育所「ぽっぽ園」では平成8年度の

＊ 平四の典‘期町住氏ま六治八七
＊ ＊ 成十発 • 議十議民はし等に十年
＊ 新入園児を次により募集しておりますので、 ＊ 元一展文会六会の ‘た単尺八十

＊ 入園を希望される方は申し込んでください。
＊ ― 

＊ 
＊ 年年に化の年議信昭°光ミ歳* ＊ Vこに貢教円の員望和 旭さ五〗

! (1)対象児 ＊ 同 ‘さ等
＊ 共は献育滑永にを二 日れ 多 日

＊ 
＊ 満年齢で 2歳、 3歳児 ： 募地れ rなき当一十 章た 年付

'--運に選身六 の功にで! (2)保育時間 ＊ 金方ま尽営わさに年 栄績わ安
＊ （平日）午前 7時30分～午後 6時まで ： 奉自土忍とたれ担四 誉 に た 川
: （土曜日）午前 7時30分～午後 1時まで 土 仕治。 、産り ‘っ月 に よ り 正

＊ ただし、第 2• 第 4 土曜日は休みます。

! (3)保育料

＊ 
＊ 1人月額20,000円

＊ ただし、 2人目からは月額10,000円

： -t (4)給食料

1人 1日300円

: （おやつを含む）

+ (5)申込期限

： 平成 8年 2月29日（木）

+ (6)申し込み及び問い合わせ先

： 「ぼっぼ園」 B 34-3393 

功
労
、
平
成
五
年
に
は
、

へ
き
地
教

育
の
功
労
等
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま

す。
そ
し
て
、
平
成
七
年
十
二
月
六
日

広
く
町
民
の
模
範
と
し
て
町
政
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
ご
功
績
を
讃
え
、
肱

川
町
功
労
賞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
叙
勲
を
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
体
に
気
を
つ
け

ら
れ
、
ま
す
ま
す
元
気
で
、
町
の
発

展
に
尽
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

元
肱
川
町
議
会
議
員

安

iii
＊川

正

則

氏

勲

六

等

単

光

旭
：
H
章

受

章

扉
5

せ
て
肱
川
町
ふ
功
労

賞

贈

星

1 年金だより

戸籍手数料改正の

お知らせ

戸籍手数料令の一部改

正により、戸籍謄本等の

交付手数料が次のとおり

改定されました。

施行日

なにが上的間 給ど徴 すなを ま 八え七とた世八 てなくたか
ど予引昇価をしでーは国高ど豊こで十る年長方界十最いつなわら

畠悶［羹贋富な言鸞こ塁竺雰ド畠誓羹え；ぺ阜：蕊喜手〗ら喜旦喜
済きげれ落た公こ水後金て的過齢るまが°女均す‘日°らけす社え今のる
的ならばちめ的と準生ない年ご社こででつ性愈が男本 ので°会ま年割六日
変いれ完なに年での活どき金す会と‘きま二叩 ‘性の 平な高へしは合十本 贔i
動よま全い ‘金す年ののまのにのに男 た り 十 望 六 七 平 均く齢とたーは五
へ うすによ年は°金基公す役は中な性方六ーれ＋十均 愈 、者日 ゜四年歳倍？真齢
のな゜自う金長 額礎的°割‘でるはは 十 年 ょ 五 七 余 悶六の本高 ． 々
対イこ動に額い を的年 が国長の八 ‘五‘り歳歳命 長十割も齢五高上

以文‘価社

緊；悶門五畠喜 嵐誓書 手塁忍：［斉雰塁 ttt梵 i贔嘉塁貨塁iのド を会
可レ め額価質期 受な特 ま金 後 ° 歳は迎十つつり性 つに高し会超り‘[嵐月iて？

揮
［眉9誓羞‘こす。贔旦 9贔はさ息す
ょはて族のの 全営て社と
ぅ。まい化はよ 体 で も 会 い [tる

するが公ぅ で き ‘ か
ま今進的な 巫 年

贔日‘{工闊 理ょ金

目る進i犀国

大公高たみ と？雷〗門［ 民
し的齢けを い 、 が 年

;~ に度年
て年世でと る長安寄
い金帯 あ つ の 期 定 り

占闊金
くのがり、て で的的がて脅

No.〈ホ泊為切っuヵ~＞®一
碗 め遊と大 l
もでさん‘好こ散
運もすで駆き！歩
ぶ‘にいけな ←の
しごもま足滑と時
つ 飯 ー す で り 甘 は
かの苦゜‘台え
り時労おいをるす
者は！かそ見＜ぐ
で‘ げ い っ せ 丘
すお でそけに抱
°茶止とる‘っ

平成8年1月1日

戸籍手数料改定内容

種 類 現 行 改定額

戸籍の謄本又は抄本 1通 400 円 450 円

除籍の謄本又は抄本 1通 700 750 

戸籍の記載事項証朋証朋事項1件 300 350 

除籍の記載事項証明証朋事項l件 400 450 

届書の受理等の証朋書 1通 300 350 

は
じ
め
ま
し
て
、
沙
織
で
す
。

絵
本
に
ダ
ソ
ス
、
車
に
リ
ボ

ソ
体
操
と
好
き
な
も
の
い
っ
ば

い
。
で
も
や
っ
ぱ
り
一
番
は
、

お
父
さ
ん
と
遊
ぶ
こ
と
。
動
き

ま
わ
っ
て
、
さ
わ
っ
た
り
、
試

し
て
み
た
り
と
大
忙
し
の
毎
日

で
す
。

お父さん
彰ーさん

お母さん

由紀子さん

さ
お
り

大

野

沙

織

ち

ゃ

ん
（
中
野
）

平
成

6
年
3
月
2
0
日
生

1
歳
9
か
月

お父さん
政幸さん

お母さん
ゆかりさん

平
成

6
年
3
月
1
日
生

1
歳
9
か
月



i}。柩窟。龍 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 躙 躙 (4)

第
四
回
全
国
お
手
玉
遊
ぴ
大
会
が

十
一
月
十
二
日
、
新
居
浜
市
の
「
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
新
居
浜
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
日
本
に
古
く
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
お
手
玉
遊
び
を
競
技
と

し
て
行
う
も
の
で
、
新
居
浜
市
に
本

部
が
あ
る
「
日
本
の
お
手
玉
の

会
」
が
主
催
し
て
い
る
全
国
大

会
で
す
。

町
内
か
ら
は
今
回
初
め
て
道

野
尾
の
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ

タ
ー
「
肱
流
苑
」
で
チ
ー
ム
を
作

り
参
加
し
、
団
体
で
は
、
六
十

七
チ
ー
ム
中
第
三
位
、
個
人
の

片
手
二
個
の
部
で
小
藪
の
谷
田

和
子
さ
ん
が
見
事
優
勝
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
参
加
者
約
七
百
人
、
応

援
者
も
含
め
る
と
四
千
人
以
上

と
い
う
大
舞
台
で
二
十
歳
代
の

人
な
ど
若
い
人
が
多
数
参
加
し

て
い
る
中
で
の
立
派
な
成
績
は
、

若
い
人
達
に
は
ま
だ
ま
だ
敗
け

軽やかにお手玉大会

700人が挑戦

大
会

... .. .~9 9 
／ 

お手玉遊び大会に出場した参加者たち

（
個
人
の
部
・
片
手
二
個
）

優

勝谷

田

第
四
位

中

居

タ
ケ
ル

和

子

（
団
体
の
部
＿
般
）

第
三
位

肱

流

苑

A

な
い
ぞ
と
い
う
気
迫
を
感
じ
さ
せ
た

い
へ
ん
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
一
年
間
練
習
を
積

み
重
ね
て
、
来
年
も
良
い
結
果
が
出

せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
町

内
か
ら
も
さ
ら
に
多
く
の
方
が
参
加

し
て
い
た
だ
き
お
手
玉
の
輪
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

肱
川
町
か
ら
参
加
し
た
方
の
主
な

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昔
か
ら
卵
は
半
熟
が
良

ぃ
、
と
信
じ
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
が
、
生
で
も
半
熟

で
も
栄
養
は
同
じ
で
す
。

卵
は
料
理
の
仕
方
で
栄

養
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

消
化
が
早
い
か
遅
い
か
に
少
し
の

差
が
あ
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で

◎◎R①◎①RR 

卵
の
栄
養
は

生
で
も
半
熟
で
も
同
じ

十

月

二

十

七

日
、

J

A
愛
媛

共
済
連
か
ら
、

交

通

事

故

対

策

事
業
と
し
て
、

地

域

の

救

命

活

動

に

役

立

て

て

も
ら
お
う
と
、

大

洲

地

区

広

域

消

防

事

務

組

合

消

防

本

部

に

救

急

車

一

台

（

約

五
百
万
円
）
が

寄

贈

さ

れ

、

十

一
月
十
五
日
に
川
上
支
署
に
配
備
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

J

A
グ
ル
ー
プ
が

実
施
し
て
い
る
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
共
済
（
自
賠
責
共
済
）
決
算
剰
余
の

一
部
と
、
こ
れ
を
原
資
と
し
て
積
み

立
て
ら
れ
た
交
通
事
故
対
策
基
金
の

運
用
果
実
（
利
息
）
を
財
源
と
し
て
実

す。
卵
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
が
揃
っ

て
お
り
、
便
利
で
優
れ
た
食
べ
物
で

す
か
ら
、
一
日
一
個
は
食
べ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
多

く
食
べ
す
ぎ
る
と
、
人
に
よ
っ
て
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
溜
り
す
ぎ
る
害

を
受
け
ま
す
。

A愛媛共済連から
寄 》＜ 贈

川上支署

-------； 
施
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
に
お
け

る
交
通
事
故
の
防
止
・
軽
減
の
た
め

の
交
通
安
全
対
策
お
よ
び
交
通
事
故

に
よ
る
被
害
者
救
済
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
地
域
還
元
事
業
で

す。

事来出の月令る見

n
/
1
6

お
い
の
こ
さ
ん

で

（
上
鹿
野
川
愛
護
班
）

真写

1
1
/
1

幼
児
教
室

小
麦
粉
粘
土
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•.................................... 

［ 年末年始の
交通安全県民運動］

今
回
は
、
地
震
の
際
の
避
難
準
備

品
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
し
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
素

早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に
非
常
持
出

し
品
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

万
一
の
と
き
に
素
早
く
避
難
で
き

る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
次
の
よ
う
な

物
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
現
金
・
保
険
証
・
預
金
通
帳
な
ど

の
貴
重
品

②
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
と
予
備
電

池
③
懐
中
電
灯
と
予
備
電
池

④
下
着
・
タ
オ
ル
な
ど
の
衣
類

⑤
応
急
医
薬
品

⑥
か
ん
ば
ん
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

な
ど
の
非
常
食
品

以
上
の
物
を
で
き
る
だ
け
避
難
時

に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し

一

●

●日

゜
一月-

|
 

年8
 

成平～
 

日一2
 

月2
 

一年7
 

成平

年末年始

ゆっくりゆったり

ゆとりの運転

〔運動の重点〕

高齢者の交通事故防止

2
 

シートベルトの着用の徹底

3飲酒運転等無謀運転の追放

て
一
次
持
出
し
品
と
し
て
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

次
に
地
震
後
の
災
害
復
旧
ま
で
の

数
日
間
自
足
で
き
る
準
備
品
は
、
次

の
よ
う
な
物
で
す
。

災
害
復
旧
ま
で
の
最
低
三
日
間
自

足
で
き
る
よ
う
に
、
缶
詰
の
米
や
お

か
ず
な
ど
の
食
品
・
一
日
一
人
三
リ
ッ

ト
ル
を
目
安
と
し
た
飲
料
水
・
卓
上

コ
ソ
ロ
や
固
定
燃
料
な
ど
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
病
人
•
お
年
寄
り
や
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
の
食
品
や
介
護
用
品
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う。
以
上
の
よ
う
な
も
の
を
、
二
次
持

出
し
品
と
し
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う。

川上支署

｀ ／ここ心 <a
て

ヘぐ

一発行溢路広報ゼジタ~ -

-(、ヘヘ^ ．

r 

゜
/
3
 

ーー

ム
シ
歯
予
防
教
室

． 

11
/
29

乳
児
検
診
に
よ
る

育
児
相
談
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集
い
、
く
つ
ろ
ぎ
、
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
、
第
十

一
回
「
ひ
じ
か
わ
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
、
十
一
月
十
九

日
、
高
砂
の
町
民
運
動
場
を
主
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
西
崎
あ
さ
乃
シ
ョ
ー
、

安
川
剣
友
会
特
別
公
演
、
手
作
り
巣

箱
の
コ
ソ
ク
ー
ル
、
移
動
動
物
園
、

フ
ァ
ミ
コ
ソ
大
会
、

チ
ャ
レ
ソ
ジ
ラ

ソ
キ
ソ
グ
大
会
と
今
ま
で
に
な
い
盛

り
沢
山
の
イ
ベ
ソ
ト
で
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供

相
撲
大
会
、
焼
き
肉
、
商
工
ふ
れ
あ

い
市
、
農
協
の
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
、

フ
ワ
フ
ワ
マ
リ
オ
、
も
ち
ま
き
な
ど
。

即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
野
菜
・
盆

栽
•

海
産
物
な
ど
の
展
示
即
売
、
又
、

こ
し
ひ
か
り
の
試
食
会
、
う
ま
い
も

の
市
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

砥
部
動
物
園
か
ら
は
、
パ
タ
ス
ザ

て

第11回ひじかわふれあいまつり

（子供相撲大会成績表）

小学生の部

区分 学年順位 選手名 学校名

4 
1 上岡弘侑 中 野

年
2 中岡悠介 正 山

3 藤田秀幸 予 子 林
個 生

3 藤原裕也 正 山

5 
1 栗木辰哉 正 山

人 年
2 山下裕介 予子林

3 高橋敏夫 正 山
生

3 二宮紳一郎 中 野

戦 6 
1 笹木健吾 中 野

2 土居紘一 正 山
年

3 立花伸洋 正 山
生

3 高岡寿光 予 子 林

中学生の部

区分 学年順 位 選 手 名

1 
1 山 下 翔 太

2 石 JI I 慎
年

3 立＇L 花 直 行
生

3 富 永 千 聡
個

1 岡 本 ・コ屯士ニ

2 

年
2 櫻 田 勇 紀

人 3 冨 永 優
生

3 ＝ 浦 昭 徳

戦 3 
1 宮 尾 尚 志
2 石 JI I 健

年
3 高 尾 祐 治

生
3 畑 山 信 仁

ル
や
ギ
ソ
ギ
ツ
ネ
な
ど
、
又
、
う
さ

ぎ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
は
放
し
飼
い
に
し

て
あ
り
子
供
た
ち
が
、
さ
わ
っ
た
り

抱
き
か
か
え
た
り
と
直
接
肌
で
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

又
、
風
お
こ
し
運
動
パ
ー

ト
II
の
一
環
と
し
て
、
十

一

月
七
日
に
発
足
し
た
「
L
.

M
.
b
i
r
d
s
ひ
じ
か
わ
」

に
よ
る
手
作
り
の
巣
箱
コ
ソ

ク
ー
ル
も
あ
り
、

ア
イ
デ
ィ

ァ
い
っ
ぱ
い
の
作
品
ば
か
り

で
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
、

町
内
小
学
生
に
よ
る
ア
イ
デ
ィ

ア
貯
金
箱
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

他
に
今
年
初
め
て
の
催
し

物
と
し
て
チ
ャ
レ
ソ
ジ
ラ
ソ

キ
ソ
グ
大
会
や
フ
ァ
ミ
コ
ソ

大
会
等
も
あ
り
、
子
供
た
ち

で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ソ
ト
は
、
長
寿
社

会
づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
の
助
成
を

受
け
て
行
い
ま
し
た
。

子供相撲大会（軍配はどちらに）

移動動物園 チャレンジランキング大会

ポ
ニ
ー
に
乗
っ
て

手作り巣箱コンクールでの作品
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ことぶき文化フエスティバル
趣味の作品展開催 一宇和町一

社
協
だ
よ
り

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
は
楽
し
く

迎
え
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
病

気
な
ど
で
そ
れ
が
で
き
な
い
人
も
お

ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
今
、

「
幸
せ

だ
な
あ
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
気
持

ち
を
分
か
ち
、
歳
末
た
す
け
あ
い
に

寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
寄
付
を
さ
れ

｀
た
人
も
喜
び
、
寄
付
を
し
た
人
も
あ

た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ

の
運
動
は
歳
末
に
あ
た
り
援
護
を
必

要
と
す
る
人
々
に
物
心
両
面
に
わ
た
っ

第
二
十
五
回
高
齢
者

趣
味
の
作
品
展
及
び
こ

と
ぶ
き
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
、
十
一
月
二
十

九
日
か
ら
十
二
月
一
日

ま
で
宇
和
町
の
愛
媛
県

歴
史
文
化
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
八
教

管
内
、
二
市
三
郡
の
老

人
ク
ラ
プ
会
員
に
よ
る

作
品
が
多
数
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
か
ら
も

二
十
人
の
方
々
の
川
柳
・

俳
句
・
絵
画
・
手
芸
な

ど
が
出
品
さ
れ
ど
れ
も

見
事
な
も
の
ば
か
り
で
、

ど
の
作
品
も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
こ
と
ぶ
き
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
は
、

会
員
約
五
百
人
が
集
い
式
典
が
開
催

さ
れ
、
作
品
展
に
出
品
さ
れ
た
中
か

ら
五
十
五
人
の
入
賞
者
に
対
し
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
辞
の
あ
と
、

「
長
寿
社
会
を
生
き
生
ぎ
と
」
と
題
し

て
、
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
・

井
伊
磯
子
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
老
後
の
す
ご
し
方
な
ど
を
熱
っ

ぽ
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
演
芸
大
会
に

移
り
、
各
地
区
の
代
表
が
、
歌
に
、

踊
り
に
華
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
、
日

ご
ろ
、
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
老
人

ク
ラ
プ
会
員
に
と
っ
て
、
楽
し
い
一

◎戸別募金

部 落 金 額 部 落 金額

小｀畑井 2,600円 下鹿野川 35,000円

萩野尾 3,000 上鹿野川 39,758 

汗 生 14,000 京 造 2,500 

道 野尾 13,500 見の越 3,000 

上森山 7,500 月野尾 5,500 

八重栗 5,500 下敷水 10,000 

山 槌 11,500 敷 水 10,860 

協 生 15,161 上敷水 4,010 

嘉 城 13,120 下嵯峨谷1 6,600 

ヰ、/‘ 栄 23,500 下嵯峨谷2 1,500 

中居谷 24,209 上嵯峨谷 6,500 

白 石 9,600 菟野尾 11,000 

影 地 8,505 橡の木瀬 2,000 

広 常 21,500 柳 10,850 

久 保 20,600 郷 8,900 

大 平 14,550 市之畦 7,500 

大屋敷 8,500 瓜生谷 8,000 

森 8,000 町 11,900 

肱 栄 6,500 藤野原 ｀ 9,000 

大 和 16,500 小 倉 3,000 

中 野 37,600 中 津 11,811 

小 藪 25,500 合 計 520,134 

て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

運
動
実
施
期
間
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ケ

月
間
で
す
。
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
あ
た
た
か
い
善
意
の
寄
付
金

を
頂
ぎ
援
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お
正

月
」
を
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
、

全
て
の
町
民
が
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

◎学校募金
（教職員を含む）

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

② 

肱川町社会福祉協議会
B (0894) 34-2340 

日
を
す
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
の

開
催
で
も
あ
り
、
県
の
文
化
を
一
堂

に
展
示
し
て
あ
る
た
め
、
研
修
を
兼

ね
て
見
学
を
行
い
、
生
涯
学
習
の
一

環
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
又
、
来
年
再
会
を
祈
し
て
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

小菟協瓜
野生

藪尾生谷

上久 沖栗
田保田田

緑 茂公
男幸寛恵
様様様様

◎大口募金

区 分 金 額

10,000 X 1名 10,000 円

s,ooox 2名 10,000 

2,000 X 29名 58,000 

合 計 78,000 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎職域 ・団体募金

ご協力ありがとうございました

赤い羽根募金総額七八四、二四六円
十月一日より赤い羽根共同

募金が、全国各地でくりひろ

げられました。肱川町でも町

民のみなさんのご協力を得て、

温かい善意の募金が寄せられ

ました。お陰をもちまして目

標額を達成することができま

した。ありがとうございまし

区 分 金 額 区 分 金 額

中野幼稚園小学校 12,859 円 婦 人 会 32,570 円

正山 ” 21,987 建設省事務所 12,138 

大谷 ” 老人クラプ 28,801 

予子林 II 青 年 団 50,010 

岩谷 ” 2,500 肱 流 苑 5,177 

肱）1| 中学校 社協窓ロ 2,365 

大洲高校肱）II分校 9,455 躙溝検セ‘ノター 8,250 
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あなたが設定する21世紐・2001年0)品念Btft、あなた⑪靭）讃圃Bです。

す
2
詈
定g

瞑
即

悶
疇

曼
諜

屈

-

ヽ
ツ
ー良

叫這衷

ヽ
y
1
も

な

B

夢

守唸
‘‘̀ 目標型

●H灼＃嗜暉

5年 毎月

(60回）17.000円

翠ヶ月毎月

(66回） 15.000円

6年 毎月

(72回）14.000円

5年 お受取額

(60回）1. 219. 000円

翠 ヶ月 お受取額

(66回）1.343.000円

6年 お受取額

(72回）1.468.000円

量'1:1)I'1叶嗜暉＿

5年 毎月

(60回） 33.000円

睾ヶ月 毎月

(66回） 30.000円

6年 毎月

(72回） 28.000円
最終回の掛金は、金利情勢により異なります。また、
給付補てん金には20％の税金が課税されます。

定額型

閏江国置璽緬口皿置墨璽国

5年 お受取額

(60回）1.829.000円

睾ヶ月 お受取額

(66回）2,015.000円

6年 お受取額

(72回）2,202.000円
お受取額は、おおよその金額であり、金利情勢により若干異
なります。
また給付補てん金には20％の税金が課税されます。

J
A
肱
川
で
は
、
県
下
一
斉
に
行

わ
れ
て
い
る
年
末
金
融
推
進
に
合
わ

し
運
動
を
展
開
中
で
有
り
ま
す
。

二
年
連
続
で
の
旱
害
に
よ
り
各
農

産
物
・
果
樹
等
は
減
産
と
な
り
特
に

肱
川
特
産
で
有
る
栗
等
は
価
格
に
於

い
て
も
昨
年
を
下
回
る
と
言
う
農
家

に
取
っ
て
は
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ

引
き
し
め
て
少
し
で
も
預
貯
金
の
方

詳しくは窓口でお気軽にご相談ください。

J A 肱川

年
末
金
融
推
進
運
動
実
施
中

へ
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
宜
敷
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

J

A
で
も
長
期
の
も
の
が
取
扱
い

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
今
、

二
十
一

世
紀
を
目
ざ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
何
ら

か
の
記
念
を
目
標
に
定
期
積
金
（
夢

浪
漫
21)
を
推
進
致
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
毎
月
の
掛
金
で
大
き
な
夢
を

実
現
さ
す
為
ど
う
か
一
口
始
め
て
下

さ
い
。
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年末貯金運動

JA肱川目標 555,950万円

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

支所名 貯金目標額

本 所 3,262,572千円

宇和川 936,700千円

大 谷 834,692千円

予子林 485,536千円

贈呈式でマスコットキーを受けられる消防本部長

又
年
末
に
は
十
二
月
二
十
八
日
か

ら
三
十
日
の
間
に
皆
様
の
家
庭
を
訪

問
致
し
ま
す
の
で
今
年
の
締
め
く
く

り
を
宜
敷
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

J
A
愛
媛
共
済
連
は
地
域
の
救
急

救
命
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と

去
る
十
月
二
十
七
日
、
北
条
市
消
防

本
部
と
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部
に
そ
れ
ぞ
れ
救
急
車
一

台
（
約
五
百
万
円
）
を
贈
っ
た
。

同
共
済
連
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら

J
A
グ
ル
ー
プ
が
実
施
し
て
い
る
自

動
車
損
害
賠
償
責
任
共
済
の
決
算
剰

余
金
な
ど
で
積
み
立

て
ら
れ
た
交
通

事
故
対
策
基
金
の
利
息
を
財
源
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
救
急
車

川上支署配備された救急車

な
ど
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で

に
、
県
警
本
部
に
事
故
処
理
車
六
台

各
消
防
事
務
組
合
に
救
急
車
三
十
三

台
、
各
市
町
村
に
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
八

百
四
十
五
基
な
ど
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

今
回
大
洲
本
部
へ
贈
ら
れ
た
救
急

車
は
、

川
上
支
署
（
肱
川

・
河
辺
地

区
）
へ
配
備
さ
れ
今
後
地
域
の
救
急

活
動
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
事
故
防
止
に
役
立

て
て
戴
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

）
 ＇ 

媛
共

3

3

F

 

救
急
車
の
贈
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JA(J)自動車共済、ここが違う。

． 
□

0
9
 

ぐーんと安い掛金
たとえば

o
:
 

（注 •PAP とは自勁車総合保険のこと ）

自家用小型乗用車2.0£ 
（全年齢・新規）

●対人..無制限（自賠責セットあり）
●対物• ••1.000万円（免責 0万円）
●搭乗者 •死亡1.000万円
（エアバック無）治療日額5.000円

●総合割引

:
9
 

と度制
ー

弓割の自独済共車動自
●自賠責共済セット割引

車両共済は高いとお考えでは

ないでしょうか？

対人・対物の上に車両共済に加入

すると、総合割引制度が適用され、

全体の掛金が7.4％割引となります。

IIIIIIHIIIIII愛車の保障もでき、示談交渉サービス
により、一層安心ですね 11111111111111

自賠責共済とセットで

加入すると自動車共済の

対人賠償共済掛金が7.4%
安くなります。

ll111111111111111111少しの注意で経費節約
事故処理もスムーズ ll111111111111111111

●割引率の大きい無事故割引

安い掛金の上に

一層お得ですね！

無事故年数 1年2年眸 岬 眸 碑 7年戸0年
JA 14.2 26.4 36.9 45.9 53.6 57.0 60.2 62.0 

割引率

(%) 損保 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 55.0 58.0 60.0 

1他碩蜘ら磯りかえにも国躙軋引を運します。

◎@＠⑨＠＠事故の責任割合制度
●通常あなたにも責任が発生します。

---/'｀'、
/‘‘  

／ ＊こんなとき 、
／ 

リ＼＼

l\／召戸〗
＼ 自分制限速度40km/hのまま交差点進入 ／ 

、相手'20km/hに減速し交差点進入 ／ 

●責任割合（過失相殺）の仕組

ヽ ／ 

‘ / 

‘̀̀ / ---

自 ノ刀‘ 相 手

修 理 費 70万円 80万円

責任割合 30% 70% 

相手に請求 (70万円X70%) (80万円X30%)
できる金額 49万円 24万円

愛車修理費 (70万円ー49万円） (80万円ー24万円）

事故負担額 21万円 56万円

あてられた！と思っても…
相手の一方的な事故（追突等）でない限り、双方に責任が
発生します。この責任の割合で双方の請求額、支払額が
決まります。
この事故の場合、相手の修理費のうち、当方過失分の24
万円を相手に支払い、相手から愛車の修理費のうち49万
円が支払われることになります。
► 結局、相手への支払いは対物で賄われましたが、愛車
の彦理費のうち21万円は自分で支払うことになりました。

I車両共済に加入していれば、イタイ出費をカバーできます， I
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l -----＿攣舅 [-土哀・' i 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ j 

！ 

i i 
！ 平成 7年11月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

｝ 県森連 市況 大洲木市より （単位面当り：円） 市売日…乎成 7年 11月 6日 i 
！ 市売数呈・・・1,000ケース 18,700kg ! 

スギヒノキマッ 平均単価 2,712円 ！ i長さ末口径直曲がり直曲がり 直 その他 銘柄別単価 ｝ 
! I 17 cm下 本 381本 266本 535本 280 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場

i 8 cm上 本 436本 278本 611本 521 こうこ 3,500 ~ 4,500 弱特用大 2,400~ 3,500 保 ！ 
, 14ml13cm上23,500I -I 41, 100 I -l!BcmJ: 22,000 i 18 cm上21,800 -41,500 

大 厚 4,000~ 5,000 保特用中 2,200~ 3,000 保 t
-4cm上27,000

24 cm上 22800 -43 000 ー 吐 40000 中 厚 4,600~ 5,100 保特用中小 2,000~ 2,500 強 t 
! 7cm下 本 200本 153本 200本 161 中小厚 4,300~ 5,000 保 特 用 小 2,000~ 2,500 強 t 
I I Is cm上 本 220本 220本 266本 266

11 cm上12,5001 123,800 
小 厚 3,500~ 4,200 強大パレ 1,600~ 2,400 弱 ！

{ 3m13 cm上 24,600 -38,500 -18CID上20,000 大ウス 2,800~ 3,600 弱中パレ 1,500~ 2,300 弱 ？ 

！ り:土乱't腐 ご37,000 ー ロ 22,000 中 ウス 3,200~4,000 保中小バレ 1,000~ 1,600 弱 t 
l 7 cm下本 70本 一 本 70本ー パリ材 中小ウス 2,500~ 3,200 弱小パレ 800 ~ 1,300 弱 i
! 2m  8cm上本 120本 一 本 120本 ー （松・杉・桧 小ウス 2,200~ 2,800 保変 形 l,400~ 3,000 保 ！

I l£-111l!6cm上 io,000 I ・ -I 22,000 I ・ -113cm上 末口 3~7cm) ジャミ 1,400 ~ 2,600 保色悪ウス 1,400 ~ 2,000 保 t 
! 30 cm CIIJ: 

長さ 2.0m

I 16m 13 cm上26,800I I 68,600 
どんこ大 4,000 ~ 7,000 強色悪パレ 500 ~ 1,100 保 t 

18 cm上 26200 66 ooo どんこ中 3,300 ~ 5,000 強 Ij粒ドンコ 1,000 ~2,800 弱 t 
｝ 特選 153,000 376,800 どんこ小 2,000 ~ 3,500・ 強スライス 200~ 1,800 弱 ’ 
！ 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 格外系の出品が多く乎均単価を下げたが、全体的には、ほぽ保合相場 t 

特市御協力ありがとうございました。 であった。 9 
l 備考 良質材高値にて取引きされました。 品柄でみると、どんこ系は強保合で推移しているが、色目の悪い香信 ！ 
！ 杉、桧一般材保合。松強保合。 ～パレ葉系は厳しい価格となっている。適期採取、乾燥向上を心がけま

i 
！ 

しょう。

し
！ 

―――--—_------------------=--=＝一＝—-エ―-----------------.J------------------―'

伝
紙
の
香
り
ー
杉
線
香

奈
良
時
代
後
期
、
唐
の
あ
る
い
は
中
国
か
ら
長
崎
に
伝
え
ら

が
ん
じ
ん
わ
じ
ょ
う

鑑
真
和
上
が
わ
が
国
に
渡
れ
、
次
い
で
堺
で
盛
ん
に
製
造
さ
れ

来
し
た
際
に
、
薫
物
の
製
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

法
を
伝
え
ま
し
た
。
薫
物
す
。

く
す
ぷ

と
は
薫
ら
せ
て
そ
の
香
り
現
在
の
線
香
に
は
、
香
り
を
楽
し

を
楽
し
む
た
め
に
さ
ま
ざ
む
に
お
い
線
香
と
仏
壇
で
使
わ
れ
る

ま
な
香
料
を
練
り
合
わ
せ
仏
事
用
線
香
が
あ
り
ま
す
。
に
お
い

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
線
香
は
各
種
の
香
料
を
含
み
、
室
内

て
自
分
の
好
み
の
香
り
を
で
優
雅
な
香
り
を
楽
し
む
も
の
で
、

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
仏
事
用
線
香
と
し
て
使
わ
れ
る
の
が

杉
線
香
で
す
。
わ
が
国
に
豊
富
に
あ

よ
う
に
な
り
、
仏
教
儀
式

る
杉
の
葉
で
線
香
が
作
ら
れ
る
よ
う

と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ

に
な
っ
た
の
は
一

三
0
年
ほ
ど
前
の

て
い
た
香
り
が
仏
教
と
は

こ
と
で
す
。

無
関
係
に
、
そ
の
香
り
を
．

杉
の
葉
を
乾
燥
し
て
二
‘
-
―
―
[
ソ
に

楽
し
む
遊
び
へ
と
発
展
し

裁
断
し
、
水
車
小
屋
で
二
日
ほ
ど
つ

て
い
き
ま
し
た
。
室
町
時

い
て
粉
に
し
ま
す
。
こ
の
杉
粉
に
緑

代
に
入
る
と
香
木
の
香
り

色
の
染
料
を
加
え
、
さ
ら
に
ツ
ナ
ギ

を
当
て
合
う
聞
香
と
い
う

こ
ふ
ん

と
称
す
る
糊
粉
を
入
れ
て
湯
で
練
り

遊
び
も
生
ま
れ
、
香
り
を

上
げ
、
押
出
機
の
穴
を
通
し

て
出
て

楽
し
む
風
習
が
広
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

き
た
線
状
の
も
の
を
乾
燥
し
、
一
定

こ
の
よ
う
な
風
習
も
香
の

の
長
さ
に
切
り
そ
ろ
え
た
も
の
が
杉

原
料
が
高
価
な
た
め
に
、

線
香
で
す
。
杉
粉
を
作
る
の
に
水
車

庶
民
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も

が
好
ん
で
使
わ
れ
る
の
は
、
水
車
の

の
で
し
た
。
こ
ん
な
背
景

の
も
と
で
も
た
ら
さ
れ
た
き
ね
が
杉
の
薬
に
、
ほ
ど
よ
い
粘
り

の
が
線
香
で
す
。
線
香
は
を
出
す
の
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

各
種
の
香
料
の
粉
末
を
糊
ッ
ナ
ギ
は
粘
着
力
を
加
え
る
も
の
で
、

で
練
り
固
め
て
線
状
に
し
ク
ス
ノ

キ
科
の
タ
プ
の
木
の
皮
の
粉

た
も
の
で
す
。
線
香
は
大
末
が
使
わ
れ
ま
す
。
適
度
な
粘
着
力

量
に
、
し
か
も
安
価
に
製
を
も
つ
ほ
か
に
、
に
お
い
が
な
い
の

造
で
き
る
の
で
、
世
の
中
が
そ
の
理
由
で
す
。
に
お
い
が
あ
る

に
広
く
普
及
し
て
い
き
ま
と
せ
っ
か
く
の
線
香
の
香
り
を
駄
目

し
た
。
そ
の
製
造
技
術
は
に
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
ツ
ナ
ギ

約
四

0
0年
前
に
、
朝
鮮
と
し
て
は
ほ
か
に
、
コ
ソ

ニ
ャ
ク
の

粉
や
、
ソ
ナ
粉
と
呼
ば
れ
る
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
産
の
樹
木
の
皮
も
使
わ
れ
ま

す
。
杉
の
葉
が
線
香
の
原
料
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
資
源
的
に

身
近
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
も
大

き
な
理
由
で
す
が
、
真
っ
す
ぐ
に
高

く
成
長
し
、
巨
木
と
な
る
杉
は
神
々

し
い
感
じ
を
人
に
与
え
、
霊
魂
の
よ

る
木
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
も
よ
る
よ
う
で
す
。

仏
前
で
静
か
に
細
い
煙
を
た
ゆ
ら

せ
る
線
香
…
。

「
線
香
は
千
日
の
功

徳
、
抹
香
は
万
日
の
功
徳
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
線
香
や
抹
香
を
た
＜

こ
と
は
、
よ
い
功
徳
に
な
る
と
い
う

教
え
で
す
。
標
う
線
香
の
煙
に
は
、

先
人
を
思
い
、
信
心
を
起
こ
さ
せ
る

何
か
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

林
業
改
良
指
導
員
柳
川

i

お
知
ら
せ

ご
◎
正
月
三
ヶ
日
の

対
応
に
つ
い
て

i

．
 

亡
連
絡
先

ご
汰
交
通
事
故
関
係
（共
済
）

"
藤
高
清
満

0
三
四
ー
ニ
五
八
八
~

i

竹
本
一
男
6

二
五
ー
―
二
七

o
j

~
※
葬
儀
祭
壇
関
係

i
中
田
勇
男

0
三
四
ー

ニ
ニ
八
五
~

i
宇
都
宮
寿
男
6
三
四
ー
ニ
ニ
五
七
~

亡汰
L
P
ガ
ス
関
係

i
石
河
健
次

6
三
四
ー
三
五
七
六
~

~
増
田
喜
芳

f
f三
四
ー
三
四
五
七
[

~
宇
都
宮
寿
男f
f三
四
ー

ニ
ニ
五
七
~．
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ー
抑
制
き
ゅ
う
IJ
ー

⑨
R
畠
R
黛
）
予
防
、
定
期
的
な
防
除
間
隔
、
展
着

＿
野
菜

―
直
い□
□`
げ
汀
戸
い
〗
[

ま
す
。
ダ
コ
ニ
ー
ル
一

0
0
0
の
一
、

0
0
0倍
、
ジ
マ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
水
和

剤
六

0
0倍
、
リ
ド
ミ
ル

M
Z
水
和

剤
一
、

0
0
0倍
等
が
良
い
と
思
い

ま
す
。

ー
病
気
の
診
断
技
術
ー

前
回
の
続
き
で
、
今
回
は
間
違
え

や
す
い
病
気
の
見
分
け
方
に

つ
い
て

で
す
。
前
月
号
で
は
褐
斑
病
の
特
性

を
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
褐
斑
病
と

間
違
え
や
す
い
の
が
べ
と
病
や
斑
点

細
菌
病
で
す
。
こ
こ
で
は
ま
ず
そ
れ

ら
の
病
気
の
特
性
を
紹
介
し
、
後
に

間
違
え
な
い
た
め
の
ポ
イ
ソ
ト
等
を

あ
げ
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

0
べ
と
病

こ
れ
は
、
葉
に
は
じ
め
薄
い
黄
色

の
境
界
の
は
っ
き
り
し
な
い
小
さ
な

斑
点
を
生
じ
、
後
に
拡
大
し
て
淡
褐

色
の
葉
脈
に
限
ら
れ
た
多
角
形
の
病

斑
と
な
り
、
（
図
①
）
葉
裏
に
薄
ネ
ズ

ミ
色
の
カ
ビ
を
生
じ
さ
す
。
ふ
つ
う

下
薬
か
ら
発
病
し
、
次
第
に
上
葉
に

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
の
部

位
に
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

発
病
し
や
す
い
条
件
は
、
薬
剤
防

除
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
肥
切
れ
、

密
植
、
生
育
初
期
の
果
実
の
つ
け
す

・ぎ
に
よ
る
草
勢
の
衰
え
た
時
な
ど
に

も
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
こ
ま
め
な
換
気
を

励
行
し
、
風
通
し
、
日
当
た
り
を
よ

く
し
ま
す
。
肥
切
れ
を
避
け
、
生
育

初
期
の
摘
果
に
よ
り
着
果
負
担
を
軽

く
し

て
や
り
ま
す
。

ま
た
、
べ

と
病

は
品
種
間
の
抵
抗
性
に
か
な
り
の
差

が
見
ら
れ
る
の
で
、
抵
抗
性
品
種
を

導
入
す
る
の
も
―
つ
の
手
で
す
。

薬
剤
に
よ
る
防
除
は
、
発
病
前
の

〇
斑
点
細
菌
病

今
年
、
五
ー
六
月
上
旬
に
か
け
て
、

多
雨
で
気
温
の
低
い
時
期
に
発
生
が

多
か
っ
た
の
が
こ
の
病
気
で
す
。

主
に
葉
に
発
生
し
、
は
じ
め
は
極

め
て
小
さ
い
茶
色
の
点
を
生
じ
ま
す
。

（
図
②
）
そ
の
点
が
次
第
に
広
が
り
、

色
も
黄
褐
色
に
変
わ
り
、
径
三
ミ
リ

程
の
葉
脈
に
囲
ま
れ
た
多
角
形
の
病

斑
に
な
り
ま
す
。
後
に
白
変
し
、
穴

が
あ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

や
は
り
低
温
で
多
湿
の
時
が
発
生

が
多
い
よ
う
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は

幾
分
低
温
で
密
閉
し
た
湿
度
の
高
い

圃
場
で
多
発
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、

茎
葉
の
過
繁
茂
、
窒
素
過
多
も
発
生

を
助
長
し
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
茎
葉
の
過
繁
茂
を

避
け
る
た
め
の
摘
葉
（
作
業
は
曇
雨

天
時
を
避
け
、
病
原
菌
が
傷
口
か
ら

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
）
と
、

換
気
を
良
く
し
多
湿
を
防
ぐ
こ
と
で

す
。
ま
た
、
薬
剤
防
除
と
し
て
は
ビ

ス
ダ
イ
セ
ソ
水
和
剤
六

0
0
倍
、
カ

ス
ミ
ソ
ボ
ル
ド
ー
一
、

0
0
0倍
等

が
有
効
で
す
。

〇
病
気
の
見
分
け
方

以
上
、
前
月
号
と
併
せ
て
三
種
類

の
代
表
的
な
病
気
に
つ
い
て
特
徴
と

対
策
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

斑病の
る

形
え

角

は

病

多

が

ト
ベ

・
ビ

色
カ

褐

こ
淡

慶ぃ旦い
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

）

が点罰

病

凶

疇

ン

る

テ

ま

ン

の状

＼
浸
る
ー

水
で

｀
 

い
ず
れ
も
葉
に
淡
褐
色
の
病
斑
を

生
じ
る
た
め
、
見
分
け
が
つ
き
に
く

い
の
で
す
が
、
以
下
の
点
を
注
意
深

く
観
察
し
て
診
断
の
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

①
病
気
が
発
生
し
た
条
件
を
考
え
る
。

肥
切
れ
、
な
り
疲
れ
↓
べ
と
病
、
低

湿
多
湿
↓
斑
点
細
菌
病
、
高
温
多
湿

↓
褐
斑
病
等
、
現
在
の
ほ
場
条
件
を

確
認
す
る
。

②
斑
点
細
菌
病
は
細
菌
性
の
病
気
、

べ
と
病
と
、
褐
斑
病
は
カ
ビ
病
で
あ

る
。
従
っ
て
、
病
斑
に
力
、
ビ
が
発
生

し
て
い
れ
ば
斑
点
細
菌
病
で
は
な
い
。

③
病
斑
が
同
心
円
紋
状
に
拡
が
っ
て

い
れ
ば
、
褐
斑
病
の
可
能
性
が
高
い
。

④
よ
く
見
る
と
斑
点
細
菌
病
は
病
斑

の
部
分
が
へ
こ
ん
で
い
る
。

⑤
い
ず
れ
も
病
斑
が
薬
脈
に
仕
切
ら

れ
て
い
る
事
が
あ
る
が
、
全
て
の
病

斑
が
細
い
支
脈
で
仕
切
ら
れ
て
い
れ

ば
、
べ
と
病
の
可
能
性
が
高
い
。
褐

斑
病
は
、
べ

と
に
比
べ
て
丸
み
を
帯

び
、
若
干
灰
褐
色
で
あ
る
。

⑥
斑
点
細
菌
病
の
古
い
病
斑
で
は
、

中
央
部
分
が
丸
く
穴
が
あ
い
た
り
す

る
が
、
褐
斑
病
の
場
合
は
厚
く
縦
に

裂
け
る
。
一
方
、
べ
と
病
は
裂
け
に

、o
し
＜
 

機械油乳剤(95%）散布による越冬害虫の防除

種類 対象害虫 濃度 散布時期

ミカンハダニ 60倍12月中旬ま～たは1月中旬
柑橘類 カイガっムシ、

40倍
コナジラミ類 2月下旬～3月中旬

かき
マルカイガラムシ

20倍12月中句～下旬
カキカイガラムシ

もも ウメシロかイガラムシ 20倍12月上旬～中旬

く り
カツラマルカイガラムシ

25倍12月中旬～下句
クリイガアプラムシ

なし クワコ廿甘ガラムシ 20倍12月中句～1月中句

注）柑橘類のカイガラムシ、コナジラミ類、
2月下旬～3月中旬散布は45倍

一
果

樹

の

管

理

一

機
械
油
乳
剤
の
散
布

冬
季
の
機
械
油
乳
剤
の
散
布
は
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
類
等
の
各
種
害
虫
に
対

し
て
防
除
効
果
が
高
く
、
年
問
の
害

虫
防
除
を
効
率
的
に
す
す
め
る
た
め

に
重
要
な
作
業
で
す
。

散
布
上
の
注
意
事
項
は

①
厳
冬
期
の
散
布
は
避
け
、
暖
か
く

て
ニ
ー
三
日
晴
天
が
続
く
日
を
選
び

ま
す
。

②
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
園
や
、
寒
害

の
お
こ
り
や
す
い
園
で
は
、
散
布
濃

度
を
下
げ
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

散
布
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

③
殺
虫
作
用
は
油
膜
に
よ
る
窒
息
死

で
す
。
薬
液
の
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ

で
越
冬
し
て
い
る
の
で
樹
冠
内
部
に

も
よ
く
か
か
る
よ
う
に
散
布
し
て
下

さ
い
。な

お
、
柿
の
ヘ
タ
ム
シ
、
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
は
粗
皮
下
で
越
冬
し
て
い
ま

す
。
粗
皮
を
削
り
、
土
中
に
埋
め
る

か
焼
却
す
る
な
ど
の
処
分
を
行
え
ば
、

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

12
月
29
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

1
月
5
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1

月
8

日
（
月
）
藤
野
原
•
町

1
月
10
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成

・
正
山

1
月
12
日
（
金
）
久
保

1
月
16
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾

・
京
造

1
月
17
日
（
水
）
中
津
・
小
倉

1
月
18
日
（
木
）
広
常
・
影
地

1
月
20
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下

・
樋
野
ロ
・
汗
生

1
月
22
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

1
月
25
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

1
月
27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

1
月
30
日
（
火
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

L
P
G
配
達
予
定
表

1
月
12
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

1
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
表

1
月
9
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
11
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
16
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
17
日
（
水
）
中
津
方
面

1
月
18
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
23
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
31
日
（
水
）
中
津
方
面
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肱
川
町
森
林
組
合

堀

井

男

今
号
は
、
前
月
号
に
引
き
続
い
て
「
林
業
担
い
手
組
織
化
活
動
事
業
（
人
材
派
遣
・

交
流
）
」
に
よ
る
、
堀
井
＿
男
肱
川
町
森
林
組
合
参
事
の
海
外
研
修
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

の
研
修
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

海
外
研
修
轄
告

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
研
修

●
ザ
ル
ッ
プ
ル
グ
（
塩
の
館
の
町
）

の
ト
ウ
ヒ
間
伐
の
搬
出
現
場

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
山
林
は
六
四
％
が

傾
斜
地
。
こ
こ
ザ
ル
ッ
プ
ル
グ
は
、
五

0
％
が
山
岳
地
帯
で
観
光
地
で
も
あ
り
、

国
有
林
四
五
％
、
私
有
林
（
教
会
の
土

地
含
）
五
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

現
地
で
は
ザ
イ
ル
に
よ
る
下
げ
荷
が

行
わ
れ
て
い
た
。
一
日
七

O
I九
0
面

搬
出
し
、
伐
採
費
は
、
一

3m
当
た
り
二

六
0
シ
リ
ン
グ
（
二
、

0
八
0
円
）
、
林

道
渡
し
木
材
単
価

A
ク
ラ
ス
で
一

3m
当

た
り
一
、
二
五

0
シ
リ
ン
グ

(
1
0
、

0
0
0
円
）
、
パ
ル
プ
材
は
一

3m
当
た

り
四
五

O
I
五

0
0
シ
リ
ソ
グ
（
三
、

0
0
0ー
四
、

0
0
0
円
）
、
薪
は
三

0
0
シ
リ
ン
グ
（
二
、
四

0
0
円
）
と
の

こ
と
。ザ

ル
ッ
プ
ル
グ
に
は
、
森
林
面
積
三

構

十
五
万
六
千
ぢ
の
う
ち
保
護
林
が
十
七

万
ぢ
あ
り
、
手
入
れ
を
必
要
と
す
る
森

林
は
六
万
四
千
ぢ
。
十
年
以
内
に
手
入

れ
を
必
要
と
す
る
森
林
は
二
万
二
千
ぢ

あ
る
。「

森
が
あ
っ
て
、
自
然
が
あ
っ
て
、

観
光
で
生
き
て
い
る
町
」
で
あ
る
。

「
自
然
は
過
去
か
ら
の
贈
り
物
、
素

晴
ら
し
い
状
態
に
し
て
将
来
に
贈
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
手
入
れ
を
し
て

も
そ
の
木
が
収
穫
で
き
る
ま
で
に
は
時

問
が
か
か
る
の
だ
が
、
森
の
大
切
さ
は

小
学
校
の
時
か
ら
教
育
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
持
つ
。

町
の
後
ろ
側
が
保
護
林
と
な
っ
て
い

て
生
活
に
密
着
し
た
森
で
あ
っ
た
。

「
二
万
二
千
印
を
い
か
に
保
護
で
き

る
か
。
保
護
で
き
て
新
し
く
な
っ
た
時

ま
た
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

こ
と
。
で
き
れ
ば
妻
と
観
光
で
ゆ
っ
く

り
行
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

●
大
森
林
所
有
会
社
の
森
林
視
察

森
林
四
カ
所
、
八
千
五
百
四
十
ぢ
の

所
有
林
の
う
ち
で
視
察
し
た
現
地
は
、

一
団
地
二
千
七
百
じ
の
あ
ま
り
良
い
土

林

だ

ょ
り

地
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
所
。
経

済
林
千
二
百
ぢ
、
保
護
林
六
百
ぢ
、
ハ

イ
マ
ッ
林
他
九
百
ぢ
。
そ
の
中
に
は
、

五
km
の
ゲ
レ
ン
デ
と
、
二
千
年
前
か
ら

大
理
石
が
切
り
出
さ
れ
て
い
る
所
も
あ

る
。
百
二
十
年
前
は
大
司
教
の
土
地
で
、

そ
の
後
市
が
所
有
者
と
な
る
が
、
今
は

個
人
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

伐
採
は
、
所
有
林
全
体
で
年
四
万
対

（
ト
ウ
ヒ
三
万
面
、
プ
ナ
一
万
3m)
。
家

周
辺
の
森
林
は
公
園
化
さ
れ
て
お
り
、

ト
ウ
ヒ
・
ド
イ
ツ
ア
カ
マ
ツ
・
カ
ラ
マ

ツ
・
プ
ナ
(
―
二

0
|
―
四

0
年
生
、

樹
高
―
―
―
七
ー
四

0
m
)
の
直
材
で
節
の

な
い
木
が
、
一
カ
所
に
集
中
し
て
お
り

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

現
地
で
は
、
自
社
の
大
き
な
機
械
は

な
く
ト
ラ
ク
タ
ー
と
馬
を
使
用
し
て
搬

出
を
し
て
い
る
。
木
こ
り
世
界
選
手
権

大
会
に
優
勝
し
た
人
の
チ
ェ
ソ
ソ
ー
に

よ
る
伐
採
、
玉
切
り
等
の
実
演
を
視
察

し
た
。水

源
保
護
地
区
の
説
明
。
個
人
は
い

か
に
森
を
経
済
的
に
利
用
す
る
か
を
考

え
、
国
は
森
を
い
か
に
保
護
す
る
か
を

考
え
る
。
ザ
ル
ッ
プ
ル
グ
の
経
済
林
四

七
％
、
保
護
林
四
九
％
、
水
源
林
三
％
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ソ
林
一
％
は
図
面
に
色

分
け
し
て
あ
る
。
保
護
林
に
は
三
・
ニ
・

一
の
優
先
権
が
付
い
て
お
り
、
目
的
が
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ウ
ィ
ー
ソ
よ
り
百
km
の
水
源
地
。

一
八
七
三
年
、
科
学
的
に
調
査
し
四

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

一
カ
所
二
ぢ
以
上
は
伐
採
で
き
な
い
、

経
済
林
の
伐
採
は
0
•
五
ぢ
以
上
の
場

合
は
許
可
が
必
要
で
あ
る
、
百
十
五
ぢ

以
上
山
林
を
所
有
す
る
人
は
一
人
の
ハ

ン
タ
ー
を
雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
規
制
が
あ
る
。

ま
た
こ
こ
に
は
、
湿
地
帯
を
埋
め
立

て
、
川
の
流
れ
を
変
え
た
造
成
地
に
植

林
し
た
所
が
あ
る
。
全
体
五
百
ぢ
の
う

ち
埋
め
立
て
地
は
百
八
十
ぢ
。
地
表
か

ら
四
十
ー
八
十

cm
が
士
で
、
そ
の
下
に

深
さ
四
ー
五

m
の
砂
利
が
あ
り
、
ニ
ー

――
-
m
採
取
し
て
販
売
す
る
。
そ
こ
へ
町

か
ら
土
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
し
て
埋
め

立
て
地
を
造
成
し
、
植
樹
を
し
て
い
る
。

こ
の
土
地
で
狩
り
を
す
る
た
め
に
、
イ

ノ
シ
シ
ニ
百
ー
＝
一
百
頭
、
シ
カ
百
二
十

頭
を
飼
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
年
間

千
ー
千
二
百
羽
の
カ
モ
が
狩
猟
で
き
る
。

●
ウ
ィ
ー
ン
水
源
地

トウヒ (120~130年生）の搬出現場

年
間
か
け
て
九
十
km
の
水
路
を
造
っ
た
。

十
七
年
後
、
そ
の
水
路
を
百
二
十
km
に

伸
ば
す
。
そ
の
後
、
別
に
南
へ
行
き
北

へ
回
る
百
七
十
km
の
水
路
を
造
っ
た
。

水
は
、
地
下
か
ら
湧
き
出
た
自
然
の

カ
で
（
一
部
ポ
ン
プ
使
用
）
ウ
ィ
ー
ン
ま

で
送
っ
て
い
る
。

大
正
七
年
(
-
九
一
八
年
）
ハ
ク
ス
プ

ル
ン
家
、
コ
ヤ
ス
家
よ
り
水
源
地
の
士

地
が
市
に
贈
ら
れ
た
。
市
の
土
地
三
万

四
千
ぢ
の
中
に
は
、
一
万
ぢ
ほ
ど
岩
石

地
等
で
木
の
生
え
な
い
士
地
も
あ
る
。

市
民
の
飲
み
水
、
質
の
良
い
水
を
十

分
に
供
給
す
る
水
源
地
と
し
て
森
を
管

理
し
、
保
護
す
る
た
め
、
経
済
林
と
し

て
で
な
く
、
風
倒
林
・
虫
害
林
・
動
物

の
害
を
受
け
た
木
の
伐
採
や
、
森
の
中

に
光
を
入
れ
る
た
め
の
受
光
伐
も
行
う
。

教
育
を
受
け
た
五
名
の
管
理
人
が
い
る
。

ナ
ス
ワ
ル
ド
（
ぬ
れ
た
森
）
は
約
二
百

年
前
ま
で
は
誰
も
住
ん
で
い
な
か
っ
た

が
、
新
教
徒
が
旧
教
徒
に
追
わ
れ
て
入
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
標
高
六

0
0ー
七

o
o
mに
位
置
す
る
。

高
い
山
は
標
高
二
、
七

0
0
m
。
見

え
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
市
の
山
で
、
水

源
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
は
素

晴
ら
し
い
の
一
語
。

「
木
の
育
て
方
は
本
に
書
い
て
あ
る

が
、
自
然
は
本
の
通
り
で
は
な
く
哲
学

は
通
じ
な
い
。
自
然
に
任
せ
て
い
た
の

で
は
ト
ウ
ヒ
だ
け
の
森
に
な
っ
た
り
動

物
に
食
べ
ら
れ
た
り
す
る
の
で
、
人
工

的
に
手
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
の

心
に
残
る
言
葉
。
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こ
の
海
外
研
修
を
通
じ
て
、
「
林
業

技
術
」
No
六
三
五
(
-
九
九
五
年
五
月
二

日
）
三
ペ
ー
ジ
の
次
の
文
が
実
感
と
し

て
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

地
域
共
有
資
源
と
し
て
の

森
林

旧
教
徒
に
追
わ
れ
た
新
教
徒
三
百
人

が
ナ
ス
ワ
ル
ド
に
入
植
し
た
。
二
百
年

前
に
は
、
鉄
を
造
る
の
に
木
が
必
要
で

あ
っ
た
。
木
材
を
ナ
ス
ワ
ル
ド
に
集
め

て
ウ
ィ
ー
ン
ヘ
送
っ
た
。

フ
ン
マ
氏
は
川
の
流
れ
を
利
用
し
て

木
を
運
ぶ
こ
と
を
考
え
、
ダ
ム
を
造
り

一
気
に
水
を
出
し
て
運
ん
だ
。
ト
ン
ネ

ル
も
掘
っ
た
。
さ
ら
に
ホ
ル
マ
家
の
木

を
買
っ
て
切
り
出
し
、
延
長
百
三
十
km

（
直
線
六
十
km)
の
川
に
流
し
て
運
ん
で

売
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
教
は
見
直

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
会
を
建
て
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

フ
ン
マ
氏
は
、
社
会
保
障
（
賃
金
の

一
部
を
強
制
的
に
集
め
そ
れ
を
病
気
、

怪
我
等
の
時
に
支
払
っ
た
）
の
最
初
の

実
行
者
で
も
あ
り
、
ラ
ッ
ク
（
搬
出
）
の

王
様
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ど

の
地
域
に
も
誇
れ
る
人
、
誇
れ
る
も
の
、

誇
れ
る
建
物
が
あ
る
。

ラ
ッ
ク
の
王
様
（
フ
ン
マ
氏
）
の
死
後

百
五
十
年
（
二
十
年
前
）
に
、
六
人
の
木

こ
り
の
夏
の
小
屋
・
木
の
博
物
館
（
家

族
の
住
む
家
）
を
造
っ
た
と
の
話
を
聞

ぎ
、
そ
の
時
代
の
食
事
を
頂
く
。
（
食

の
重
み
を
感
じ
た
）
。

●
木
こ
り
の
夏
の
小
屋
で
の
話

「
森
林
と
い
う
の
は
美
し
い
我
が
国

士
の
一
部
で
あ
る
。
人
為
の
手
を
加
え

て
育
て
ら
れ
た
林
で
あ
れ
ば
、
多
く
の

人
々
の
労
働
が
刻
み
込
ま
れ

て
お
り、

文
化
的
な
遺
産
に
も
等
し
い
。
そ
も
そ

も
こ
の
地
球
上
に
あ
る
す
べ
て
の
土
地

は
、
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
生
物
の
生
存
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
。

そ
の
基
盤
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
よ
う

な
行
為
は
何
人
も
許
さ
れ
る
は
ず
が
な

い
。
森
林
の
所
有
者
と
い
う
の
は
、
人

類
が
共
有
す
べ
き
財
産
の
一
時
的
な
借

り
手
で
し
か
な
く
、
そ
の
借
り
物
を
う

ま
く
管
理
で
き
な
け
れ
ば
、
所
有
者
に

な
る
資
格
は
な
い
の
で
あ
る
。
森
林
が

す
べ
て
の
生
き
物
を
支
え
る
基
盤
で
あ

る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
健

康
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
に
美

し
く
永
続
性
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
木
材
を
た
く
さ
ん
生
産
す
る
と
か
、

お
金
が
儲
か
る
と
い
っ
た
話
は
、
こ
の

条
件
を
満
た
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
今

日
、
世
界
の
林
業
界
の
話
題
を
さ
ら
っ ナズワルドの森・木こりの夏の小屋において

て
い
る
『
持
続
可
能
な
森
林
管
理
』
も

根
本
に
こ
の
哲
学
が
な
け
れ
ば
空
疎
な

念
仏
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
時
代

の
流
れ
は
、
木
材
生
産
の
た
め
の
森
林

管
理
か
ら
、
森
林
生
態
系
の
あ
ら
ゆ
る

機
能
を
保
全
す
る
『
生
態
系
管
理
』
に
確

実
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
」
。

目
的
の
森
を
育
て
る

山
の
木
を
育
て
る
人
で
、
山
に
価
値

あ
る
木
を
少
し
で
も
多
く
育
て
た
い
と

考
え
な
い
人
は
い
な
い
と
思
う
。
た
だ

し
、
実
行
で
き
る
か
ど
う
か
だ
ろ
う
。

老
木
は
自
力
で
長
い
年
月
い
か
な
る

苦
難
に
も
耐
え
全
能
力
を
使
っ
て
生
き

て
い
る
。
実
に
素
睛
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。ど

の
よ
う
な
木
で
も
、
た
め
に
な
ら

な
い
木
は
な
い
。
木
を
育
て
る
こ
と
で

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
数
十
年
で

価
値
あ
る
木
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

私
自
身
も
現
在
、
品
種
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
昭
和
五
十
一
年
春
、
結
婚
記

念
に
植
え
た
天
然
出
絞
の
杉
は
、
二
〇

年
生
に
な
り
、
そ
の
親
木
か
ら
挿
し
木

し
て
増
や
し
た
木
も
一
五
年
生
に
な
っ

て
、
親
と
同
じ
よ
う
な
天
然
出
絞
杉
に

育
っ
て
い
る
。

農
業
で
は
、
品
種
の
こ
と
を
考
え
ず

に
生
産
す
る
人
は
い
な
い
が
、
当
町
の

林
業
で
は
、
生
産
目
標
に
合
っ
た
品
種

の
こ
と
を
考
え
て
造
林
す
る
人
は
ま
だ

少
数
で
あ
る
。

品
種
の
研
究
を
行
い
、
生
産
目
標
に

合
っ
た
品
種
の
苗
木
を
適
地
に
造
林
し
、

目
的
の
木
が
で
き
る
よ
う
に
保
育
し
て
、

年
月
が
経
過
す
れ
ば
目
的
の
木
に
成
長

す
る
。
し
か
し
、
木
を
育
て
る
間
に
は
、

台
風
や
雪
の
害
も
で
る
。
簡
単
に
は
で

き
な
い
が
、
向
上
心
を
持
ち
、
最
大
限

に
分
か
っ
て
い
る
こ
と
を
実
戦
に
移
し

て
価
値
の
あ
る
山
林
を
作
り
、
全
部
消

費
し
な
い
で
子
々
孫
々
に
残
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

木
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄

り
や
自
分
の
事
、
温
か
い
家
庭
づ
く
り
、

地
域
社
会
づ
く
り
に
関
心
を
深
め
、
肱

川
町
が
後
継
者
の
育
つ
よ
う
な
環
境
に

な
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

人
生
と
は
、
生
ま
れ
、
生
き
、
そ
し

て
死
ぬ
。

生
ぎ
て
い
る
問
に
何
が
で
き
る
か
、

何
が
残
せ
る
か
。
今
回
の
海
外
研
修
を

有
効
に
生
か
し
て
、
目
的
の
木
、
目
的

の
森
を
育
て
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ナ
ズ
ワ
ル
ド
の
水
源
林

●
機
械
導
入
に
つ
い
て

今
後
、
高
性
能
（
高
額
）
機
械
の
導
入

な
し
に
は
、
林
業
が
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
機
械

が
導
入
で
き
る
体
制
作
り
が
必
要
と
思

゜
ぅ

急
傾
斜
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

り
、
安
く
搬
出
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り

も
進
め
る
べ
ぎ
だ
と
思
わ
れ
る
。

●
森
林
G
I
S
に
よ
る
森
林
管
理

各
国
で
素
晴
ら
し
い
カ
ラ
ー
の
森
林

地
図
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
一
日

も
早
く
森
林
G
I
S
を
全
国
に
普
及
さ

せ
て
、
森
林
を
目
的
別
に
管
理
で
き
る

よ
う
に
す
べ
ぎ
と
考
え
る
。

●
日
本
の
森
林
は
米
が
つ
く

っ
た

室
町
末
期
に
始
ま
っ
た
治
山
と
新
田

の
開
発
事
業
で
は
、
日
本
中
の
川
と
い

う
川
を
造
り
替
え
、
水
の
引
け
る
と
こ

ろ
ど
こ
ま
で
も
水
路
を
引
き
、
土
地
を

緑
の
沃
野
に
変
え
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
、
米
を
作
る
と
い
う
目
的
と
、

山
々
を
守
り
育
て
る
目
的
の
た
め
で
あ
っ

た
。
日
本
の
森
林
は
、
実
は
米
に
よ
っ

て
育
て
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

森
林
を
現
代
に
贈
り
届
け
る
た
め
に
、

労
働
と
費
用
と
を
幾
世
代
に
も
わ
た
っ

て
投
じ
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
森
林

及
び
水
田
が
十
分
機
能
し
な
い
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
う
な
っ
た
と

き
に
は
ど
う
な
る
か
を
真
剣
に
考
え
、

行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

の
は
私
一
人
だ
け
だ
ろ
う
か
。

思
い
つ
く
ま
ま
に



？。柩ばl8 徴国證園 邸躙 (14)

1年 2カ月の苦難をのりこえた英語教室のメンバー

英
語
教
室
の

生
徒
二
十
二
人

に
よ
る
英
語
劇

「
高
天
ヶ
原
か

ら
肱
川
へ

」
を

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り

風
の
博
物
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
公
演
し

ま
し
た
。
当
日
は
町
内
外
よ
り
約
百
三

十
人
の
人
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
劇
は
昨
年
九
月
よ
り
開
講
し
た

t
 zヽメ
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英
語
教
室
の
集
大
成
と
な
る
も
の
で
、

一
年
ニ
カ
月
目
に
し
て
、
や

っ
と
公
演

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
達
は
第
二
•
第
四
水
曜
日
の
月
二

回
公
民
館
に
集
ま
り
、
ギ
ャ
ビ
ソ

・バ

ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育
指
導
員
の
も
と
指

導
を
受
け
、
普
段
の
日
は
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
で
せ
り
ふ
を
聞
き
な
が
ら
練
習

を
続
け
て
ぎ
ま
し
た
。

公
演
の
前
、
十

一
月
二
十
三
日
よ
り

全
員
風
の
博
物
館
に
集
ま
っ
て
の
練
習

で
す
。
生
徒
の
年
齢
も
職
業
も
幅
広
く
、

集
中
し
て
練
習
す
る
と
い
っ
て

も
、
全
員
揃
っ
て
練
習
で
き
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

照
明
・
音
響
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
「
裏
方
さ
ん
」
の
仕
事
も
参
加

、`

．
 

「アマテラス、ツキヨミ、スサノオの誕生」の場面

「国生 み」の場面

者
の
手
で
行
お
う
と
計
画
し
て
い
た
の

で
す
が
、
演
技
と
の
両
立
は
難
し
か
っ

た
の
で
、
，
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
等
で
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
る
麗
沢
大
学
生

二
人

に
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
 そ

れ
で
は
、
こ
こ
で
少
し
劇
の
内
容

に
触
れ

て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の

物
語
は
日
本
神
話
の
「
日
本
の
誕
生
」
、

「
天
照
大
神
の
岩
戸
隠
れ
」
、
「
ス
サ
ノ

オ
の
命
の
大
蛇
退
治
」
等
と
、
肱
川
の

伝
説
よ
り
「
御
在
所
山
の
天
狗
」
を
題
材

と
し
て
、
ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク
社

会
教
育
指
導
員
が
こ
の
劇
の
た
め
に
脚

本
・
演
出
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
劇
は

四
幕
構
成
で
、
上
演
時
間
は
約
一
時
問

三
十
分
で
す
。

当
日
の
午
前
中
も
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行

い
最
終
的
チ
ェ
ッ
ク
も
終
わ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
本
番
に
な
っ
て

出
演
者
全
員
が
揃
う
と
い
う
状
況
で
す
。

楽
屋
で
待
っ
て
い
る
間
、
み
ん
な
冗
談

を
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
本
番
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
み
ん
な
口
数
が
減
り
、
張

り
つ
め
た
空
気
が
流
れ
、
胸
の
鼓
動
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
本
番
を
告
げ

る
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
自

分
の
出
番
を
終
え
次
の
出
番
の
た
め
楽

屋
に
帰
っ
て
く
る
な
り
、

「
頭
の
中
が

真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
セ
リ
フ
が
出

て
来
な
か
っ
た
。
」
と
か
、
「
日
本
語
な

ら
と
も
か
く
英
語
だ
か
ら
少
々
ま
ち
が
つ

て
も
全
員
が
全
員
気
付
く
こ
と
は
な
い

か
ら
。
」
と
か
は
げ
ま
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。公

演
も
終
わ
り
、
感
極
ま
っ
て
泣
き

出
す
人
も
あ
り
ま
し
た
。
「
最
初
、
先

生
が
何
言
っ
て
い
る
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
今
は
大
筋
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え

ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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氏 名 回 数

谷田 重信 1 

山内 久綱 2 

沖田夏太郎 1 

三浦 スミヱ 2 

稲田カツ ミ 1 

宮本 ウメ子 1 

山内 幸 1 

東 松代 1 

山中 美茂 1 

山下 博 1 

吉田 悔子 1 

藤原 光利 1 

Cグランドゴルフ大会）
成 績表

(10位まで）

順位 氏 名
スコア

イン アウト 合計

1 亀 井 定市 18 21 39 

2 山内 久綱 19 21 40 

3 上原チェ子 19 22 41 

4 三浦スミヱ 19 24 43 

5 上田 緑男 18 25 43 

6 谷田 重信 19 24 43 

7 沖 荒次郎 19 24 43 

8 中 居 タ ケ ル 20 24 44 

， 沖田夏太郎 22 22 44 

10 新 恒行 22 22 44 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

小
藪
老
人
ク
ラ
プ
が
上
位
を
占
め
る

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
十
一
月
十
九
日
（
日
）
午
前
九
時

よ
り
肱
川
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
各
分
館
、
老

人
ク
ラ
プ
よ
り
百
十
―
―一
人
が
参
加
し
寒

い
中
、
熱
い
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

い
つ
も
は
、
行
事
の
準
備

・
審
判

等
を
し
て
い
る
体
育
委
員
さ
ん
も
、
今

日
ば
か
り
は
、

一
緒
に
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
平
坦
で
す
が

微
妙
に
上
り
下
り
が
あ
り
、
な
か
な
か

難
し
い
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ
て
い
ま
し

こ。t
 結

果
は
、
小
藪
老
人
ク
ラ
プ
亀
井
定

市
さ
ん
が
優
勝
、
ホ
ー
ル
イ
ソ
ワ
ン
賞

は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
小
藪

老
人
ク
ラ
プ
の
方
々
が
上
位
を
占
め
ま

し
た
。
体
育
委
員
さ
ん
の
結
果
は
と
い

う
と
、
…
…
…
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ロ
ー
ミ
ス
タ
ー
バ
ン
ド
ッ
ク
で
す

⑩

人
生
航
路
も
様
々
な
人
々
の
あ
つ
ま

プ
ラ
ヴ
ォ
ー

り
で
し
た
。
忙
し
す
ぎ
て
、
練
習
に

来
れ
な
い
人
が
続
出
し
、
公
演
の
当

英
語
教
室
の
皆
さ
ん
！

日
ま
で
、
全
員
が
―
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
し
て
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
演

を
な
ん
と
か
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
プ
ロ
の
水
準
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
、
出
演
者
一
同
の
も
え
る
よ
う

な
情
熱
が
あ
ふ
れ
、
軽
い
コ
メ
デ
ィ

（
喜
劇
）
と
、
真
の
美
し
さ
を
そ
な
え

た
舞
台
で
し
た
。

麗
沢
大
学
英
語
劇
グ
ル
ー
プ
の
南

ロ
、
辻
本
両
君
の
働
き
ー
照
明

・
音

響
、
そ
の
他
裏
方
と
し

て
の
大
き
な

援
助
ー
に
対
し
深
甚
な
る
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

人
は
誰
で
も
自
分
が
思
う
以
上
の

こ
と
が
で
き
る
！

プ
ラ
ヴ
ォ
ー
、
英
語
教
室
の
皆
さ

ん
＂
あ
な
た
方
は
奇
跡
を
な
し
遂
げ

ま
し
た
。

十
四
ヵ
月
に
わ
た
る
あ
く
な
き
奮

闘
の
末
、

つ
い
に
肱
川
英
語
教
室
の

二
十
二
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
十
一
月

二
十
六
日
、
風
の
博
物
館
で
英
語
劇

を
公
演
す
る
と
い
う
当
初
の
目
標
を

完
遂
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
決
し
て
、
小
さ
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
で
も
、
・

ド
ラ
マ
を
演
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

目
を
み
は
る
ば
か
り
の
出
来
映
え
と
、

納
得
さ
せ
る
に
足
る
公
演
で
前
半
四

十
五
分
、
後
半
四
十
分
の
舞
台
を
頓

挫
す
る
こ
と
な
く
見
事
や
り
遂
げ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
と
人
問

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
素
晴
ら
し
い
実
例

で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
の
幅
は
、

十
五
歳
以
下
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の

人
ま
で
五
十
歳
以
上
も
あ
り
、
そ
の

ギ
ャ
ビ
ン

・
バ
ン
ト
ッ
ク

（
京
子

・
バ
ン
ト
ッ
ク
邦
訳
）

小薮老人クラブが上位を占める

町
内
か
ら
欧
州
へ
旅
行
さ

れ
た
方
が
、
先
月
、
公
民
館

へ
横
文
字
の
封
書
一
通
を
持

参
さ
れ
た
。
米
岡
社
会
教
育

指
導
員
が
読
む
と
、
差
出
し

は
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
か
ら
で

八
百
六
十
二
日
の
小
切
手
が

同
封
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

銀
行
で
受
領
さ
れ
た
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
人
の
話
を
聞
く
と
、
コ

ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ソ
で
セ
ー
タ
ー
を
買
い
、

代
金
は
カ
ー
ド
支
払
い
で
、
精
算
の
と

き
払
い
戻
し
が
あ
る
か
も
と
説
明
が
あ
っ

た
と
い
う
。
千
円
に
満
た
な
い
金
額
を

遠
く
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
送
金
す
る
。
そ
の

几
帳
面
さ
に
惑
心
さ
せ
ら
れ
た
。
当
然

の
こ
と
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
そ

の
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

日
本
の
昨
今
で
あ
る
。
東
京
協
和
•
安

全
旧
二
信
用
組
合
の
乱
脈
融
資
事
件
、

経
営
が
破
た
ん
し
た
木
津
信
用
組
合
、

一
千
数
百
億
円
の
巨
額
損
失
を
出
し
た

大
和
銀
行
、
不
良
債
券
を
か
か
え
る
住

専
問
題
、
こ
れ
ら
何
百
憶
、
何
千
億
、

何
兆
円
と
い
う
金
融
経
理
に
国
内
外
で

不
信
が
広
が
っ
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ

て
私
達
の
周
辺
に
眼
を
向
け
る
と
、
職

場
は
勿
論
の
こ
と
、
各
団
体
・
地
域
に

お
け
る
諸
々
の
役
職
の
中
で
大
小
の
会

計
を
預
か
っ
て
い
る
人
は
多
い
。
本
年

も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
い
ま
一

度
点
検
し
て
経
理
を
明
確
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

お
金
の
取
り
扱
い
を
き
ち
ん
と
す
る

こ
と
が
、
先
ず
は
人
間
の
信
用
の
始
ま

り
で
は
あ
る
ま
い
か
。

［ファインダー履釧
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「
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
の
一

0
年」

今
年
は
、
戦
後
五

0
年
、
国
連
が

創
ら
れ
て
五

0
年
、
そ
し
て
ま
た
、

「
同
対
審
答
申
」
が
出
さ
れ
て
三

0
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
間
、
私
た
ち
の
人
権
意
識
は
、

お
互
い
の
努
力
に
よ
っ
て
、
確
実
に

よ
い
方
向
へ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
日
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て

も
っ
と
も
重
要
な
課
題
は
、
「
人
権
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
の
五

0

年
間
は
、
世
界
人
権
宣
言
に
始
ま
っ

て
、
国
際
人
権
規
約
、
人
種
差
別
撤

廃
条
約
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
子

ど
も
の
権
利
条
約
な
ど
、
人
権
に
か

か
わ
る
多
く
の
と
り
決
め
が
で
き
、

世
界
各
国
が
そ
れ
を
認
め
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
の
末
に
、

国
連
の
総
会
で
、
一
九
九
五
年
か
ら

二
0
0
五
年
ま
で
を
「
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
の
一

0
年
」
と
き
め
ま

し
た
。
こ
の
決
定
は
、
今
ま
で
世
界

の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
人
々
が
人

権
を
守
る
教
育
運
動
や
、
差
別
を
と

り
の
ぞ
く
活
動
に
、
強
く
取
り
組
ん

で
ぎ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
の
で
す
。

国
連
で
は
、
人
権
教
育
の
内
容
を

次
の
よ
う
に
分
け
て
い
ま
す
。

①
人
権
を
め
ざ
す
教
育

②
人
権
と
し
て
の
教
育

③
人
権
を
通
じ
て
の
教
育

④
人
権
に
つ
い
て
の
教
育

そ
し
て
、
そ
の
進
方
は
、
国
際
理
解

の
教
育
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
の
共

生
教
育
、
反
人
種
差
別
教
育
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
教
育
な
ど
、
多
く
の
形
を
と

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
で
も
、
今
年
の
六
月
、
政
府

与
党
三
党
の
「
人
権
と
差
別
問
題
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
委
員
会
が

中
間
意
見
を
出
し
、
「
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
の
一

0
年
」
に
つ
い
て

①
行
動
計
画
を
考
え
る
。

②
推
進
本
部
を
つ
く
る
。

③
来
年
度
に
予
算
化
す
る
。

こ
の
一
＿
一
点
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
「
人
権
」
の
流
れ
の
中
で
、

日
本
も
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
認
め
、

守
っ
て
い
く
よ
う
も
う
す
ぐ
国
会
で

議
決
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は

去
年
の
五
月
か
ら
効
力
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を

実
生
活
に
生
か
せ
て
い
く
の
か
も
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
の
「
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
の
一

0
年
」
は
、
私
た
ち
の
国

の
行
動
計
画
が
練
ら
れ
、
具
体
的
な

形
を
と
っ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
同
和
教

育
は
、
国
際
的
な
人
権
教
育
と
結
び

つ
い
て
大
き
く
発
展
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

「
人
権
」
は
、
乎
和
で
豊
か
な
世
界

を
め
ざ
す
国
際
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
な

の
で
す
。
（
全
国
同
和
教
育
研
究
大

会
の
基
調
提
案
よ
り
）
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「
笑
う
」
と
い
う
題
が
出

た
と
す
る
。
笑
う
と
言
え

ば
、
笑
い
声
・
笑
顔
が
浮

か
ん
で
来
る
。
そ
こ
で
笑

顔
で
句
を
作
っ
て
見
る
こ

と
に
す
る
。
笑
顔
は
誰
の

笑
顔
で
も
美
し
い
も
の
で

あ
る
が
、
や
は
り
若
い
娘

さ
ん
が
良
く
似
合
う
。
娘

さ
ん
の
笑
顔
に
会
う
と
、
こ
ち
ら
の

心
も
な
ご
ん
で
く
る
。

0

笑
顔
良
い
娘
で
窓
口
を
ま
か
さ
れ

る
娘
（
む
す
め
）
は
娘
（
こ
）
と
も
読
む

か
ら
、
こ
れ
で
良
い
が
、
娘
（
む
す

め
）
と
読
む
と
字
余
り
（
中
九
）
に
な

る
。
字
余
り
は
だ
め
だ
。
娘
で
の
で

と
、
窓
口
を
の
色
は
省
略
し
て
も
意

味
は
通
じ
る
か
ら

0

笑
顔
良
い
娘
窓
口
ま
か
さ
れ
る

と
す
れ
ば
五
七
五
に
お
さ
ま
る
。

闊綿入岡 (26)

～つりはし川柳会～

窓
口
と
言
え
ば
、
病
院
く
ら
い
で
、

今
は
そ
の
病
院
も
銀
行
も
窓
口
は
な

く
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
、

0

笑
顔
良
い
娘
受
付
ま
か
さ
れ
る

0

受
付
は
笑
顔
良
い
娘
が
ま
わ
さ
れ

る0

受
付
は
い
つ
も
笑
顔
の
娘
が
座
り

こ
の
様
に
、
い
ろ
い
ろ
と
句
が
出

来
て
来
る
。

〇
受
付
嬢
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な

し「
絶
や
さ
な
い
」よ

り
も
や
さ
し
い
言

葉
は
と
思
う
と

〇
受
付
は
い
つ
も
笑
顔
の
優
し
い
娘

い
つ
も
に
こ
に
こ
と
優
し
い
娘
さ

ん
が
座
っ
て
い
る
受
付
が
表
現
さ
れ

て
来
た
。
こ
う
言
っ
た
娘
さ
ん
が
居

れ
ば
、
会
社
か
、
銀
行
か
、
病
院
か

は
知
ら
な
い
が
、
中
に
居
る
人
々
も

優
し
い
人
達
だ
ろ
う
と
連
想
さ
れ
る

句
に
な
る
。

9
 .. 

．ヽ

I

，
 

●
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）

第
四
十
八
回
成
人
式
午
前
九
時

肱
川
町
公
民
館
集
会
室

●
＿
月
十
八
日
（
木
）

明
老
大
学
午
前
九
時
よ
り

肱
川
町
公
民
館
集
会
室

●
一
月
二
十
＿
日
（日）

健
康
マ
ラ
ソ
ン
•
町
内
駅
伝
大
会

午
前
八
時
肱
川
中
学
校
運
動
場

＿
月
の
行
事
予
定

⑥

R

⑤

R
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青年団では「ひじかわふれあいまつり」に凡人未

来塾と一緒に協力して、 『スーパーファミコ ン大

会』をしました。

ゲーム名は「ボンバーマン I」で大勢の子どもた

ちが参加していただきました。

そんな中での青年団の活躍を、感想とPhoteで

紹介します。

ユ R 

;••-〗〗周〗 9 圏（圏》••1

i·場所→町民グランド•i
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吟
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．
 

-
？

レ

編
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あ

と

ば

な
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ご
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ヽ
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＾
P
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合・

澄賭采 J早

i ． 
ヤ

令
J 

宮～・ ~命・か～8．～

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て
お

正
月
が
間
近
に
な
り
ま
た
―
つ
年
を
と
っ

て
し
ま
う
の
か
と
悩
ん
で
い
る
令
巳
こ

の
頃
で
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
令
年
一
年
ど
ん
な
年
で

し
た
か
？
私
は
と
言
う
と

青年団が凡人未来塾と一緒にふれあいまつ

りに参加するのは令年で二回目になります。

昨年は、凡人未来塾の方々に頼りつばなし

でしたが、二回目ということもあり、だいぷ

慣れてきたように思います。

令回、凡人未来塾と一緒にやったことが、

青年団のみなさんにとつて少しでもいいから

プラスになっていればいいなあと思いました。

ゆみこ

教
え
ら
れ
な
い
な
ぁ
。

ま
っ
来
年
に
期
待
し
ま
す
。

ー
と
い
う
訳
で
、
令
年
も
「
あ
す
か
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
ど
う
ぞ
ご
ひ

い
き
に
。

邁逼屯心9屯迄）⑤

11月19日（日） 心ゞ，

福島真喜男さん
．V ` `．．．．鳳` 気

郎3ふ•

国 '¥1和

こ

青年団だより

s
 
u
 R @ 

令年のふれあいまつりは、一応、青年団の

一員として、参加させていただきました。

「スーパーファミンコン大会」という初めての

企画だったので、スムーズに進行できるか不

安でしたが、とてもうまくいったと思います。

来年は、より一層企画を練って、みんなが

楽しめるイベントができたらよいと思います。

信ちゃん

e. CJ～西・～r仝

合長・J".-<c合＊
l 

お みんな楽しそうに、時には真剣な表情で

テレピに向かっていました。子どもたちは

• この一巳十分にファミコンを満喫していた

等 と思います。首 来年は、もっともっと年齢の幅を広げて

v だれにでもできるものにしたいです。

｝ ーお楽しみー

吟・全～"..宮～・命・の～

末長くお幸せに…

？
・
ヤ
・
咎
し
9

↑
ふ
B
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＾仝
；
・
合
・
吟
・
国
｝
U
．
ら
・
ヤ
・
咎
｝
f

？
‘
命
・
今

宮F̂. 
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1月の日曜 ・祝日当直医 ー 月 の 行 事 予

定

日 当 直 医 電 話

松本 整 形 外 科 医 院
44- 5533 

1 日 （内子町 17区）

（月） 村上内科医院
23- 3500 

（ゴヒ 只）

曽 根 医 院
44- 2801 

2 日 （内子町 14区）

（火） 藤本 外科医院
24-2310 

（中 町）

芳 我外科医院
44-2560 

3 日 （内子町 20区）

（水） 城戸眼科医院
24- 3008 

（末 広 町）

堀 JI I 医 院
43-0555 

7 日 （内子町 20区）

（日） 大 野内科医院
24-6800 

（片 原 町）

r玉上 来 医 院
44-2248 

14日 （内子町 5区）

（日） 村上外科医院 24-2262 
（片 原 町）

小 JI I 医 院
44-2815 

15日 （内子町 9区）

（月） 岡 本耳鼻科医院
24- 3752 

成人の日 （ 本 町 ） 

古 JI I 医 院
44- 2407 

21日 （内子町 6区）

（日） 大 野内科医院 24- 6800 
（片 原 町）

町 田 医 院
43- 0211 

28日 （内子町 7区）

（日） 祖 母 井 医 院
24- 3756 

（中 村）

※変更になる場合がありますので、前もって
連絡してからお出かけください。

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火 市立大洲I病院 24- 2151 

水 加戸病院 24-5101 

木～金 大洲中央病院 24-4551 

4 仕 事 始 め 受媛息立薗い5 行政相談
5 • 22 心配ごと相談

7 I 12, 2 0 10 民生 委 員 会
16 第 48回成人式
18 農業委員会
21 明老大学
21 第 15回健康マラソン大と
22 第 16回肱川駅伝大会
29 定例部落長会

税金等出張受入れ

▽

場

所

午後1時30分

ー4時30分

肱川町公民館

二階青年室

2月13月11 7 2月12月11 0 日

、日一、、日一、 日日

‘火-―’‘水ー＇ヽ月＿、、水一'
程

内 大

子 洲 場

町
商

商
工
会

工 議 所

会 所

時

間

午
前
9
時
3
0
分
？

午
前

11
時
30
分

1
月
10
日
（
水
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

▽

時

間
面
園
E
闊
夏
閏

◎
心
配
ご
と
相
談

◎
社
会
保
険
出
張
相
談
所

時

間

＿
午
援

1
時

?
1
時
3
0
分

1
月
1
7
日
（
水
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所
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お
し

品
わ

せ
に

♦

t
9
.

―,
9
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＿
,
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や

す

ら
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に

♦

令

§
t
,
9
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＿
・
ヽ
ヽ

♦

ヽ

9

ヽ

9
9

♦

令

小

藪

上

田

ヨ

シ

コ

さ

ん

(90
歳）

上

鹿

野

川

川

上

榮

さ

ん

(88
歳）

中

野

曽

根

イ

シ

ヱ

さ

ん

(95
歳）

嘉

城

上

田

重

光

さ

ん

(85
歳）

日。
C
I四

金
平
安
男
さ
ん
（
肱
川
町
中
居
谷

星
川
恵
美
さ
ん
（
松
山
市
）

◎行政相談
▽日時1月5日（金）

午後1時30分

ー4時30分

▽場所肱川町公民館

二階青年室

▽相談員福田保委員

※自宅相談も受け付けています。

6三四ーニ五0八

1 1 
相

月 月
22 5 

談日 日
ヘ ＇一、
月 金 日
‘̀- 、一‘

台笹 藤福
担

本木 原田 当
相

曙明 福 談

美徳 計 保 員

年
末
年
始
の
役
場
業
務

■窓
口
業
務
（
戸
籍
関
係
）

平
成
七
年
十
二
月
二
十
九
日
（
金
）

か
ら
平
成
八
年
一
月
＝
一
日
（
水
）
の
間
、

死
亡
・
出
生
・
婚
姻

•

そ
の
他
の
届

け
出
は
、
日
直
又
は
宿
直
者
が
受
け

付
け
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
そ

の
内
容
を
連
絡
し
て
か
ら
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

◎
幼
児
教
室

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

日

程

場

所

時

間

午
前
9
時
30
分

ー

12
時

1
月
24
日
（
水
）
肱
川
町
公
民
館

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日

程

場

所

時

間

午

後

1
時
？

2
時

1
月
31
日
（
水
）
保
健
セ
ソ
タ
ー

※
10
時
か
ら
、
肱
川
町
公
民
館
で
、
離
乳
食

実
習
を
行
い
ま
す
。

◎
元
気
印
教
室

ー
[
1
6
日

｀

セ

ノ

[

」

[

」

[

吟

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

日

程

場

所

時

間

1
月
1
1
日
（
木
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一
午
前

10
時
ー

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

日

程

場

所

時

間

1
月
18
日
（
木
）
岩
谷
公
民
館

午

前

10
時
ー

午

後

2
時

1
月
22
日
（
月
）
大
谷
公
民
館

1
月
29
日
（
月
）
予
子
林
公
民
館

◎
そ
よ
風
の
会

日

程

場

所

時

間

午
前
9
時
30
分

ー
時
30
分

1
月
9
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー

ー
？
 

◎
1
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日
1
月
1
6
日
（
火
）
か
ら

（
出
す
の
は
1
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・
大
和
・

肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
大
谷
・

鹿
野
川

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽
日
時
1
月
1
6
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽
場
所
保
健
セ
ソ
タ
ー

＊
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場
合

は
、
印
か
ん
・
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
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